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研究成果

新しい色素を持つ芳香シクラメンをイオンビームで創成

埼玉県農林総合研究センター園芸研究所

独立行政法人日本原子力研究開発機構

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構花き研究所

（同時発表 高崎記者クラブ、茨城県政記者クラブ、

文部科学記者会、科学記者会、経済産業記者会）

埼玉県農林総合研究センター（所長 金本伸郎）、独立行政法人日本原子力研究開発機

構（理事長 岡﨑俊雄）、及び独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構（理事長 堀

江 武）は、芳香シクラメン 1)品種にイオンビーム 2)を照射し、その後代においてシクラ

メン属に存在しなかった、デルフィニジン 3)を主要色素とする赤紫色の芳香シクラメンを

世界で初めて作出することに成功致しました。これにより、芳香シクラメンの新品種とし

て生産が可能になるとともに、新しい遺伝資源としての応用が期待されます。

これまでに、シクラメンの園芸品種は香りがほとんどないため、良い香りを持つ野生種

と交配させて、３つの芳香シクラメン品種が作り出されてきました。しかし、これらの品

種の花の色は、紫色かピンク色に限られており、赤色や青色などの新しい花色をもつ新品

種が待ち望まれていました。３つの品種のうち、「香りの舞い」という品種は、その色素

の分析から、突然変異によって青紫色や白色などへの花色変化が期待できると考え、その

葉片にイオンビームを照射しました。照射した数多くの葉片から植物体を再生させたとこ

ろ、予想に反して、赤紫色の突然変異体が得られました。そのシクラメンは、花の形、大

きさ、香りは変化していませんでしたが、今までにない赤紫色を示していました。花色を

調べたところ、色素の主成分は、青いバラなどで有名なデルフィニジンという色素である

ことがわかりました。これまでに、デルフィニジンを主要色素とするシクラメンの野生種

や園芸品種はなく、シクラメン属でも初めての色素であることがわかりました。

今回創り出した品種は、今までになかった新しい花色を持つ芳香シクラメンとして直接

実用が可能であるばかりでなく、交雑によって他のシクラメンに本色素を導入したり、さ

らには、この品種に突然変異をもう一度起こして青色の芳香シクラメンを作出することも

夢ではなく、新しい遺伝資源として極めて有用なものです。
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この研究は、農林水産省の先端技術高度化事業（平成 14～18 年）および生物系特定産

業技術研究支援センターの異分野融合研究支援事業（平成 19～23 年）の受託研究として実

施されました。なお、本研究成果の一部は、日本植物細胞分子生物学会の学会誌（プラン

トバイオテクノロジー）に掲載される予定です。

１）芳香シクラメン

シクラメンの仲間には22種類の野生種があり、そのなかの1種類からこれまでのシクラメンの園芸品

種は改良されてきました。他の21種類の野生種のなかには品種改良の対象にされなかった香りの良

い種類があります。既存の園芸品種と香りの良い野生種を交配して新しい品種を作り、これらを既存

の園芸品種と区別するために芳香シクラメンと総称しています。

２）イオンビーム

原子から電子を剥ぎ取った原子核（イオン）を加速器を用いて光速の数分の一程度にまで高速に

加速したものです。植物の種子や培養組織に照射することにより、DNA に作用し、人為的に突然変異

を起こすことができます。

３）デルフィニジン

アントシアニンの一種で、多くの場合、紫から青を発色し、アジサイ、ナス、ブルーベリーなどに含ま

れています。‘青いバラ’は、本来、デルフィニジンを作れないバラに遺伝子組み換えを行い、デルフィ

ニジンを作れるようにしたものです。
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